


(1)道路構造物の老朽化の現状
① 中国地方橋梁の老朽化の現状

●中国地方における橋梁の約９割は地方公共団体による管理となっています。
●中国地方における建設後５０年以上を越える橋梁施設数の占める割合は、現在
の約２７％が１０年後には約５３％、２０年後には約７４％となり、高齢化が急速に進
んでいく状況となっています。
また、その約１割が早期に措置を講ずべき状態となっています。

架設年次別の橋梁箇所数分布

道路管理者別橋梁数 点検結果(H26～H30)

橋梁数
約95,000橋

建設後50年経過 約16,000橋 約27％

10年後 建設後50年経過 約32,000橋 約53％

20年後 建設後50年経過 約45,000橋 約74％
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数
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合

施
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数

地方自治体管理
約９割

点検橋梁の約１割

 Ⅰ：健全  Ⅱ：予防保全段階  Ⅲ：早期措置段階  Ⅳ：緊急措置段階

※2019年度における管理施設数
※建設時期が不明の橋梁35,043橋は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
① 中国地方トンネルの老朽化の現状

●中国地方におけるトンネルの約６割は地方公共団体による管理となっています。
●中国地方における建設後５０年以上を越えるトンネル施設数の占める割合は、現
在の約１８％が１０年後には約２９％、２０年後には約５２％となり、高齢化が急速に
進んでいく状況となっています。
また、その約５割が早期に措置を講ずべき状態となっています。

道路管理者別トンネル数 点検結果(H26～H30)

架設年次別のトンネル箇所数分布

トンネル数
約1,400施設

地方自治体管理
約６割

点検トンネルの約５割

 Ⅰ：健全  Ⅱ：予防保全段階  Ⅲ：早期措置段階  Ⅳ：緊急措置段階

※2019年度における管理施設数
※建設時期が不明のトンネル10施設は含まない
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建設後50年経過 252施設 約18％

10年後 建設後50年経過 416施設 約29％

20年後 建設後50年経過 729施設 約52％



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する橋梁の老朽化の現状

●中国地方整備局が管理する橋梁は、令和２年４月１日現在４，８６９橋（Ｌ＝２ｍ以
上）であり、高度経済成長期(1955年～1973年)に全体の約３割にあたる約１，７００橋
が建設されています。今後これら橋梁の高齢化が一斉に進むことから、補修・架替え
が必要となることが想定されます。
中国地方整備局における建設後５０年以上を経過した橋梁箇所数の占める割合は、
現在の約３４％から２０年後には約６５％にまで急激に増加します。

架設年次別の橋梁箇所数分布

経過年数別橋梁数（L=2m以上）

建設後50年経過 約1,550橋 約34％

10年後 建設後50年経過 約2,342橋 約51％

20年後 建設後50年経過 約2,986橋 約65％
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数
累
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建設後50年
未満の橋梁

建設後50年
以上の橋梁

建設後50年
以上の橋梁

建設後50年
未満の橋梁 建設後50年

以上の橋梁

建設後50年
未満の橋梁

1,550橋
約34%3,026橋

約66%

2,342橋
約51%

2,234橋
約49%

2,986橋
約65%1,590橋

約35%

高度経済成長期（１９５５～１９７３年）

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の橋梁293橋は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する橋梁の老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検した橋梁４，８３２施設の約３割について、対策
（措置）が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

変状の事例

床版ひびわれ 主桁の腐食 剥離・鉄筋露出

計画的対策が
必要 約２２％

早期に対策が
必要 約５％

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：4,832橋



●中国地方整備局が管理するトンネルの数は、令和２年４月１日現在２６８施設
であり、建設後の平均経過年数は約２８年となります。
なお、建設後５０年以上を越えるトンネル施設数の占める割合は、現在の約
２４％が１０年後には約３４％、２０年後には約４２％となり、高齢化が急速に進ん
でいく状況となっています。
また、覆工コンクリートの｢うき｣や｢はく離｣等の変状が確認され、定期点検によ
る確実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要
となっています。

建設年度別のトンネル施設数分布

経過年数別トンネル施設数

施
設
数
累
計

施
設
数

建設後50年経過 63施設 約24％

10年後 建設後50年経過 90施設 約34％

20年後 建設後50年経過 111施設 約42％

建設後50年未満
のトンネル

建設後50年以上
のトンネル

建設後50年
以上のトンネル

建設後50年
以上のトンネル建設後50年

未満の橋梁

63施設
約24%

204施設
約76%

90施設
約34%

177施設
約66%

111施設
約42%

156施設
約58%

建設後50年
未満のトンネル

高度経済成長期（１９５５～１９７３年） 新直轄路線建設期

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の1施設は含まない

(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するトンネルの老朽化の現状



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するトンネルの老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検したトンネル２６５施設の約８割について対策(措置)が
必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

横断目地部に
閉合するひび割れ

ひび割れ
沿いのうき

漏水による
路面の滞水

計画的対策が
必要 約４９％

早期に対策が
必要 約３１％

  Ⅰ：健全

  Ⅱb：予防保全段階（監視）

  Ⅱa：予防保全段階
　　（重点的監視、計画的対策）
  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：265施設

変状の事例



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するシェッド、大型カルバートの老朽化の現状

●中国地方整備局が管理するシェッド、大型カルバートの数は、令和２年４月１
日現在３００施設であり、建設後の平均経過年数はシェッドで約３０年、大型カル
バートで約２１年となります。
なお、建設後５０年以上を越える施設数の占める割合は、現在の約４％が１０
年後には約１５％、２０年後には約３１％となり、高齢化が進んでいく状況となっ
ています。
また、コンクリートの｢うき｣や｢はく離｣等の変状が確認され、定期点検による確
実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要と
なっています。

建設年度別のシェッド、大型カルバート施設数分布

施設事例写真

施
設
数
累
計

施
設
数

建設後50年経過 9施設 約4％

10年後 建設後50年経過 36施設 約15％

20年後 建設後50年経過 77施設 約31％

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の55施設は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するシェッド、大型カルバートの老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検したシェッド２９施設の約５割について対策(措置)が必
要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

変状の事例

支柱部のうき

はく離(鉄筋露出)

横梁部のうき
はく離（鉄筋露出）

計画的対策が
必要 約３１％

早期に対策が
必要 約１７％

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：29施設

Ⅲ 5施設
17.24%

Ⅱ 9施設
31.03%

Ⅰ 15施設
51.72%



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理するシェッド、大型カルバートの老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検した大型カルバート２６９施設の約１割について対策
(措置)が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

頂版部のひび割れ
漏水

側壁部のうき
はく離（鉄筋露出）

計画的対策が
必要 約１２％ 早期に対策が

必要 約１％

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

点検対象施設数：269施設

変状の事例

Ⅲ 2施設
0.74%Ⅱ 33施設

12.27%

Ⅰ 234施設
86.99%



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する横断歩道橋の老朽化の現状

●中国地方整備局が管理する横断歩道橋の数は、令和２年４月１日現在２３３
施設であり、建設後の平均経過年数は約４２年となります。
なお、建設後５０年を越える施設数の占める割合は、現在の約４３％が、１０年
後には約６９％、２０年後には約８０％となり、高齢化が急速に進んでいく状況と
なっています。
また、鋼部材の｢塗装の劣化｣や｢腐食｣等の変状が確認され、定期点検による
確実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要と
なっています。

施設事例写真

建設年度別の横断歩道橋施設数分布

施
設
数
累
計

施
設
数

建設後50年経過 99施設 約43％

10年後 建設後50年経過 161施設 約69％

20年後 建設後50年経過 186施設 約80％

※2019年度における管理施設



●平成２６～３０年度に点検した横断歩道橋２３２施設の約５割について対策(措
置)が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

変状の事例

主桁部の腐食
(防食機能の劣化)

床版部（デッキプレート）
の腐食

  Ⅰ：健全

  Ⅱ：予防保全段階

  Ⅲ：早期措置段階

  Ⅳ：緊急措置段階

計画的対策が
必要 約３７％

早期に対策が
必要 約１６％

点検対象施設数：232施設

(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する横断歩道橋の老朽化の現状

Ⅲ 36施設
15.5%

Ⅱ 84施設
36.2%

Ⅰ 112施設
48.3%



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する門型標識等の老朽化の現状

●中国地方整備局が管理する門型標識等の数は、令和２年４月１日現在３４０
施設であり、建設後の平均経過年数は約２２年となります。
なお、建設後５０年以上を越える施設は無いが、１０年後には約８％、２０年後
には約３１％となり、高齢化が進んでいく状況となっています。
また、鋼部材の｢塗装の劣化｣や｢腐食｣等の変状が確認され、定期点検による
確実な現状把握(早期発見)、点検結果に基づく確実な対策(早期補修)が必要と
なっています。

施設事例写真

建設年度別の門型標識等施設数分布

施
設
数
累
計

施
設
数

10年後 建設後50年経過 19施設 約8％

20年後 建設後50年経過 74施設 約31％

※2019年度における管理施設
※建設時期が不明の101施設は含まない



(1)道路構造物の老朽化の現状
② 国が管理する門型標識等の老朽化の現状

●平成２６～３０年度に点検した門型標識等３４０施設の約１割について対策(措
置)が必要な状況となっています。

平成２６～３０年度点検結果

横梁継ぎ手部の腐食
(防食機能の劣化) 支柱基部の腐食

監視が必要
約６８％

早期に対策が
必要 約９％

点検対象施設数：340施設

変状の事例

Ⅲ 32施設
9.4%

Ⅱ 231施設
67.9%

Ⅰ 77施設
22.6%



道路の老朽化対策の本格実施に関する提言

【１．道路インフラを取り巻く現状】

○全橋梁約７０万橋のうち約５０万橋が市
町村道
○一部の構造物で老朽化による変状が
顕在化
○地方公共団体管理橋梁では、最近５
年間で通行規制等が２倍以上に増加

○直轄維持修繕予算は最近10年間で２割
減少
○町の約５割、村の約７割で橋梁保全業務に
携わっている土木技術者が存在しない
○地方公共団体では、遠望目視による点
検も多く点検の質に課題

メンテナンスに関する最低限のルール・基
準が確立していない

点検・診断・措置・記録のメンテナンスサイク
ルを回す仕組みがない

（１）道路インフラの現状 （２）老朽化対策の課題

（３）現状の総括（２つの根本的課題）

【２．国土交通省の取組みと目指すべき方向性】

○道路法改正【H25.6】
・点検基準の法定化

法に規定する技術的基準は、道路の修繕を効率的に行うための点検に関する基準を含むものとした

・国による修繕等代行制度創設
高度の技術を要するもの等、法に定められた要件を満たす修繕工事等については、国が代行可能

○インフラ長寿命化基本計画の策定【H25.11】
『インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議』
⇒インフラ長寿命化計画（行動計画）の策定へ

メンテナンスサイクルを構築・継続・発展させるための取組の方針

①メンテナンスサイクルを確定（道路管理者の義務の明確化）

道路法に基づく点検や診断の基準を規定

②メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築

予算、体制、技術を組み合わせ、各道路管理者におけるメンテナンスサイクルを持続的に
回す仕組みを構築

（１）メンテナンス元年の取組み

（２）目指すべき方向性

本格的にメンテナンスサイクルを回すための取組みに着手

(2)老朽化対策に向けた動き
①道路の老朽化対策の本格実施に関する提言

●平成26年4月14日（月）、社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会において、
「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」がとりまとめられ、家田部会長（道路分
科会長・基本政策部長）から太田大臣に対して、提言が手交されました。



【３．具体的な取り組み】

○橋梁（約７０万橋）、 トンネル（約１万本）等は、国が定める統一
的な基準により、５年に１度、近接目視による全数監視を実施
○舗装、照明柱等は適切な更新年数を設定し点検・更新を実施

（１）メンテナンスサイクルを確定(道路管理者の義務の明確化）

○統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施

『道路インフラ診断』

区分 状態

Ⅰ 健 全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じてないが、予防保全の観
点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く緊急に措置を講ずべき状態

（省令・告示H26.3.31公布、同年7.1施行）

○点検・診断の結果に基づき計画的に修繕を実施し、必要な修
繕ができない場合は通行規制・通行止め
○利用状況を踏まえ、橋梁等を集約化・撤去
○適切な措置を講じない地方公共団体には国が勧告・指示
○重大事故等の原因究明、再発防止策を検討する『道路インフ
ラ安全委員会』を設置

○点検・診断・措置の結果をとりまとめ、評価・公表（見える化）

［点検］

［診断］

［措置］

［記録］

各道路管理者の責任で以下のメンテナンスサイクルを実施

(2)老朽化対策に向けた動き
①道路の老朽化対策の本格実施に関する提言

●産学官のリソース（予算・人材・技術）を全て投入し、総力をあげて本格的なメンテナ
ンスサイクルを始動【道路メンテナンス総力戦】



【３．具体的な取り組み】

（高速）○高速道路更新事業財源確保（通常国会に法改正案
提出）

（直轄）○点検、修繕予算は最優先で確保
（地方）○複数年にわたり集中的に実施する大規模修繕・更新

に対して支援する補助制度

（２）メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築

○都道府県ごと『道路メンテナンス会議』を設置
○メンテナンス業務の地域一括発注や複数年契約を実施
○社会的に影響の大きな路線の施設等について国の職員等か
ら構成される『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』
を実施
○重要性、緊急性の高い橋梁等は、必要に応じて、国や高速会
社等が点検や修繕等を代行（跨道橋等）

○地方公共団体の職員・民間企業の社員も対象とした研修の
充実

○老朽化の現状や対策について、国民の理解と協働の取組み
を推進

［予算］

［体制］

［国民の
理解・協働］

メンテナンスサイクルを持続的に回す以下の仕組みを構築

○点検業務・修繕工事の適正な積算基準を設定
○点検・診断の知識・技能・実務経験を有する技術者確保のた
めの資格制度
○産学官によるメンテナンス技術の戦略的な技術開発を推進

［技術］

(2)老朽化対策に向けた動き
①道路の老朽化対策の本格実施に関する提言

●産学官のリソース（予算・人材・技術）を全て投入し、総力をあげて本格的なメンテナ
ンスサイクルを始動【道路メンテナンス総力戦】



(3)老朽化対策とは
① 老朽化対策とは

●高度成長期に集中して建設された多くの橋梁等の道路構造物の高齢化が急速に
進んでいく状況であり、一部の施設で老朽化による変状が散見され始めました。
一方、多くの道路構造物を管理している地方公共団体においては、これらの対策を
推進することが重要なものの、技術、資金、人材不足等の課題を抱えています。
このため大切な資産である道路ストック（＝資産）を長く大事に保全するとともに、安
全で安心な道路機能の確保や構造物のライフサイクルコストの縮減等を図るため、
定期的な点検により早期に損傷を発見し、対策(措置)を実施します。

●メンテナンスサイクルの構築
安全安心を確保するため、点検→診断→措置→記録→（次の点検）という
メンテナンスサイクルを通じて、長寿命化計画等の内容を充実し、予防的な保

全を効率的、効果的に進めます。



(3)老朽化対策とは
① 老朽化対策とは

●定期点検の実施
５年に１回の近接目視を基本とする点検を実施し、健全性の診断を行います。

●対策(措置)の実施
予防保全対策によるライフサイクルコストの縮減を図っています。



国道188号 新寿橋（山口県岩国市川下町）
・1953年建設（コンクリート橋＋鋼橋）
・主桁、下部工の損傷が激しいため、
2012年に架け替え（経年数54年）

国道190号 厚東川大橋（山口県宇部市藤曲）
・1935年建設（コンクリート橋）
・塩害による主桁、下部工の損傷が激しい
ため、1997年に架け替え（経年数62年）

厚東川大橋や新寿橋では、老朽化対策と耐震性向上のため、大規模な架け替え工

事を行いました。

厚東川大橋や新寿橋では、老朽化対策と耐震性向上のため、大規模な架け替え工

事を行いました。

◆架設後５０年以上が経過し架け替えに至った事例

●橋の代表的な損傷には、橋の三大損傷とされる「塩害」「アルカリ骨材反応」「疲

労」があり、放置することにより劣化が進み、橋の安全性に影響を及ぼす劣化要

因となります。この他にも、雨水による鋼材の腐食や凍害・中性化が原因となるコ

ンクリートの剥離など、さまざまな損傷原因があり、その原因に即した対応が必要

なため定期的なメンテナンスが必要となります。

(3)老朽化対策とは
②老朽化のメカニズム

は く り



塩害により主桁に発生した
コンクリート剥離による鉄筋の露出

国道31号 吉屋橋（広島県呉市天応）

(3)老朽化対策とは
③橋の代表的な損傷

塩害

●コンクリート中の鉄筋などの鋼材が、塩化物イオンの侵入により

腐食することで、コンクリートにひびわれや剥離が生じる損傷。
は く り



アルカリ骨材反応によるひびわれ

アルカリ骨材反応

●コンクリート中の骨材（石）に反応性の鉱物が含まれていた

場合、コンクリート中のアルカリ性の水分と反応し、骨材が異

常膨張して亀甲状のひびわれが生じる損傷。

国道２号 美鈴橋（上り）（広島市佐伯区五日市町）

(3)老朽化対策とは
③橋の代表的な損傷



国道54号 新井羅原橋（島根県雲南市三刀屋町）

疲労

●大型トラック等が多数走行することによる繰り返し荷重で疲労が

累積され、鋼部材では亀裂、コンクリート床版ではひびわれが生じ

る損傷。

主桁の鋼部材に発生した疲労亀裂

コンクリート床版

(3)老朽化対策とは
③橋の代表的な損傷



補修後

主桁橋座の損傷

（主桁の橋座が欠損し、腐食したアンカーバーが確認される）

補修前

主桁橋座の補修

（鉄筋を組み直し、断面修復）

橋台又は橋脚

補修後

市道本町大鳥居線 南谷橋（なんごくばし）において、平成２１年度に実施
した点検により、主桁橋座の欠損及び橋脚の局部的な剥離・鉄筋露出を確認。

大型車通行規制を行い、平成２２年度に補修を実施。

橋梁名： 南谷橋（なんごくばし）
所在地： 市道本町大鳥居線

鳥取県倉吉市関金町関金宿
竣工年： １９３６年
橋 長： １４４．８５m（１２径間）
幅 員： ６．２０ｍ

（車道部幅員５．６５ｍ）

【全景写真】

【補修状況】 【参考】 橋梁部材名称

主桁橋座の補修

（鉄筋を組み直し、断面修復）

補修状況

(4)老朽化（補修）事例
① 地方公共団体が管理する橋梁の補修事例（倉吉市）



■全景写真

吊索の損傷

床組の損傷

直径28mmの吊索に

21～22mm程度まで断面欠損が進行

（鋼部材の激しい腐食）

断面欠損

(4)老朽化（補修）事例
① 地方公共団体が管理する橋梁の補修事例（益田市）

市道須子飯田線 飯田吊橋（いいだつりばし）において、平成２３年度に実施
した点検により、吊索の断面欠損及び床組の腐食を確認。

平成２４～２７年度に補修を実施。

橋梁名： 飯田吊橋（いいだつりばし）
所在地： 市道須子飯田線

島根県益田市須子町～飯田町
竣工年： １９５５年
橋 長： １６５．６m（４径間）
幅 員： ３．３ｍ

（有効幅員３．０ｍ）

【補修状況】

（床桁の取り替え）

床組の補修

（吊索の取り替え）
吊索の補修

補修前

補修後



市道明治町元町線 御茶屋橋（おちゃやばし）において、平成２１年度に実
施した点検により、床版・主桁及び橋脚の剥離・鉄筋露出を確認。

平成２５年度に補修を実施。

橋梁名： 御茶屋橋（おちゃやばし）
所在地： 市道明治町元町線

岡山県新見市高尾～新見
竣工年： １９３７年
橋 長： ４１．５ｍ（３径間）
幅 員： ７．５ｍ

（車道部幅員７．０ｍ）

【全景写真】

【補修状況】

橋台又は橋脚

【参考】 橋梁部材名称

主桁の損傷

（下面の鉄筋が露出）

主桁の補修

（断面修復工）

床版の損傷

（スケーリング・欠損）

（断面修復工）

補修後

補修前

補修前

補修後

床版の補修

(4)老朽化（補修）事例
① 地方公共団体が管理する橋梁の補修事例（新見市）



市道中川町海吉線 中川橋（なかがわばし）において、平成２０年度に実施
した点検により、PC桁や橋台のひびわれ・鉄筋露出を確認。
平成２４，２５年度に補修を実施。

橋梁名： 中川橋（なかがわばし）
所在地： 市道中川町海吉線

岡山県岡山市東区中川町
竣工年： １９８０年
橋 長： ２０６．２ｍ（６径間）
幅 員： ６．０ｍ

（車道部幅員５．５ｍ）

【全景写真】

【補修状況】

橋台の損傷

（コンクリートのひびわれ）

上部工の損傷

（鉄筋露出）

橋台の補修

（ひびわれ注入工）
上部工の補修

（断面修復工）

補修後

補修前の写真

補修前

補修前の写真

補修前

補修後

橋台又は橋脚

【参考】 橋梁部材名称

(4)老朽化（補修）事例
① 地方公共団体が管理する橋梁の補修事例（岡山市）



■位置図

施設名：宝橋

（たからばし）

路 線： 市道幸町海岸線

位 置： 広島県呉市宝町

橋 種： ＰＣ単純ポステンＴ桁橋

橋 長： ５８．９２m（３径間）

幅 員： １４．５０ｍ（車道部幅員９．５ｍ）

竣 工： １９６１年（築５２年）

交通量： １３,３００台／日

修繕実施年度：H2５～２６（架け替え）

■概 要

■全景写真

～ 主桁、床版コンクリートにひび割れ・剥離・鉄筋露出 ～

主桁の損傷

橋台又は橋脚

【参考】 橋梁部材名称

N

広島県

(4)老朽化（補修）事例
① 地方公共団体が管理する橋梁の補修事例（呉市）

補修（架替）後 〔ＰＣプレテン中空床版橋〕

補修前

補修前

補修(架替)後

（ひび割れ・剥離・鉄筋露出）



■全景写真

橋台又は橋脚

【参考】 橋梁部材名称

地覆

支 承

(4)老朽化（補修）事例
① 地方公共団体が管理する橋梁の補修事例（長門市）

市道八千代線 八千代橋（やちよばし）において、平成２１年度に実施した点
検により、主桁・支承の腐食及び床版・橋脚の剥離・鉄筋露出を確認。

平成２６年度に補修を実施。

橋梁名： 八千代橋（やちよばし）
所在地： 市道八千代線

山口県長門市深川湯本
竣工年： １９６３年
橋 長： ２８．０m（３径間）
幅 員： ３．１６ｍ

（車道部幅員２．６６ｍ）

床版の損傷（剥離・鉄筋露出）

主桁・支承の損傷（腐食）

橋脚の損傷（剥離・鉄筋露出）

橋脚の補修（断面修復工）

床版の補修（断面修復工）

主桁・支承の補修（塗り替え）



【全景写真】

補修前 補修後

橋梁名： 永江川橋（ながえがわばし）
所在地： 一般国道９号

鳥取県鳥取市気高町浜村西濱
竣工年： １９８３年
橋 長： ３１．７ｍ
幅 員： ２６．６ｍ

（車道部幅員１６．５ｍ）

【補修状況】

一般国道９号永江川橋において、平成２３年度に実施した定期点検により
塩害が原因と推定される床版の剥落、鉄筋露出を確認。

平成２５年度に補修を実施。

橋台又は橋脚

支 承

【参考】 橋梁部材名称

床版下面の損傷

（コンクリートの剥落・鉄筋露出）

床版下面の補修

（断面修復）

(4)老朽化（補修）事例
② 国が管理する橋梁の補修事例



(4)老朽化（補修）事例
② 国が管理する橋梁の補修事例

一般国道５４号下出来山橋において、平成２１年度に実施した定期点検によ
り、雨水等が原因と推定される桁・支承の腐食を確認。

平成２４年度に補修を実施。

橋梁名： 下出来山橋（しもできやまばし）
所在地： 一般国道５４号

島根県雲南市掛合町大字入間
竣工年： １９７１年
橋 長： ４３ｍ
幅 員： ９．６ｍ（車道部幅員６．５ｍ）

【全景写真】

【補修状況】

補修前

補修前 補修後

橋台又は橋脚

支 承

【参考】 橋梁部材名称

支承の損傷（腐食）

補修後

支承の補修

（金属溶射による防錆処理）

桁の損傷（腐食） 桁の補修（塗り替え）



一般国道２号美鈴橋において、平成２１年度に実施した定期点検により
アルカリ骨材反応が原因と推定される橋脚ひびわれを確認。

平成２２年度に補修を実施。

橋梁名： 美鈴橋（上り）（みすずばし（のぼり））
所在地： 一般国道２号

広島県広島市佐伯区五日市町
竣工年： １９７３年
橋 長： ６１．５ｍ
幅 員： １３．０５ｍ

（車道部幅員７．０ｍ）

【補修状況】

【全景写真】

補修前

補修後

橋台又は橋脚

支 承

【参考】 橋梁部材名称

橋脚の損傷（ひびわれ） 橋脚の補修（断面修復・ひび
われ注入・表面保護等）

(4)老朽化（補修）事例
② 国が管理する橋梁の補修事例



■位置図

施設名： 根之谷橋（ねのたにばし）

路 線： 一般国道５４号

位 置： 広島県広島市安佐北区大林町

～安芸高田市八千代町

橋 種： ２径間連続PCﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋

３径間連続鋼トラス橋

橋 長： ２１６．９m（５径間）

幅 員： １２．５ｍ（車道部幅員７．８ｍ）

竣 工： 1９８０年（築３３年）

交通量： １４，９７５台／日

修繕実施年度：H２５

■概 要

～ 横桁及び支承の腐食 ～

支承の損傷（腐食）

写 真

N

広島県

全景写真

■全景写真

橋台又は橋脚

支 承

【参考】 橋梁部材名称

(4)老朽化（補修）事例
② 国が管理する橋梁の補修事例

補修済

金属溶着による防錆処理



(5)老朽化における取り組み
① 直轄国道における橋梁点検内容

同じ橋に対して次の点検を組み合わせて実施し、損傷の早期発

見に努めていくとともに、「見過ごし」がないよう技術力の向

上に努めていきます。

①日常点検・保守

日々の道路巡回（パトロールカー内からの目視点検）により、伸縮

装置部からの異音、路面の段差、部材の破断などの異常がないか把握

し、適宜の措置を実施します。

②定期点検

供用後２年以内に初回点検を、２回目以降は５年に１回の頻度で、

全部材に近接目視を基本とした点検を実施します。

③特定点検
●第三者被害予防措置点検（第三者点検）
コンクリート部材の一部が落下して第三者に与える被害を予防
することを目的に、２～３年毎に、打音検査、浮いているコンク
リートの叩き落としを実施します。

●塩害に関する特定点検（塩害点検）
塩害地域の橋梁を対象に、コンクリート中の塩化物イオン量の
調査等を１０年毎に実施します。

④異常時点検
地震、台風、集中豪雨、豪雪等の災害時や、橋梁に予期していな

かった異常が発見された場合などに、各々の事象に特化した点検を実
施します。

～損傷の早期発見に向けた取り組み～

パトロール車による道路巡回 橋梁点検車による定期点検



(5)老朽化における取り組み
② 地方公共団体への支援活動の取り組み

【受講対象者】
・国、都道府県、市町村における施設の維持管理に係る実務担当職員
【目的】
・実務的な点検の適切な実施・評価を行うための知識・能力の養成
【カリキュラムの概要】
道路橋、横断歩道橋、付属物、シェッド・大型カルバートの定期点検に関して、最低限
必要な知識と技能の習得を図る。
【令和元年度実績】
令和元年 ７月 ８日～ ７月１２日（Ⅰ期）
令和元年 ９月 ２日～ ９月 ６日（Ⅱ期）
令和元年１１月２５日～１１月２９日（Ⅲ期）

橋梁管理実務者Ⅰ研修

橋梁管理実務者Ⅱ研修

【受講対象者】
・国、都道府県、市町村における施設の維持管理に係る実務担当職員
【目的】
・補修・補強の工法の選択の判断に必要な基礎的知識を習得
【カリキュラムの概要】
鋼橋・コンクリート橋の損傷、鋼橋・コンクリート橋の補修・補強に関しての 工法の選
択の判断に必要な基礎的知識の習得を図る。
【令和元年度実績】
令和元年１２月 ９日～１２月１３日

トンネル管理実務者研修

【受講対象者】
・国、都道府県、市町村における施設の維持管理に係る実務担当職員
【目的】
・点検に関する最低限必要な知識と技能、補修・補強の基礎的知識の修得
【カリキュラムの概要】
トンネルの設計・施工、点検・診断、補修・補強に関しての必要な基礎的知識と技能の
習得を図る。
【令和元年度実績】
令和元年 ９月２４日～ ９月２７日



【構造物保全技術支援(助言)】

重篤損傷が生じている施設、現在の点検要領では判断が難しい構造の
橋梁・トンネルやその他道路施設の管理・補修について、管理者の要請
に応じて現地調査・助言を行っています。

(5)老朽化における取り組み
② 地方公共団体への支援活動の取り組み

(石 橋) (木 橋)

(素掘りトンネル) (素掘りトンネル)



【目的】

各県等が定める点検要領に基づく点検実習を行うとともに、点検と橋梁
保全の基礎技術の習得を図ることを目的として開催しています。
なお、各県又は政令市との共催として取り組んでいるものです。

【令和元年度の実施状況】

●溝橋点検講習会
鳥取県 鳥取市 令和元年 ７月 １日
広島県 三次市 令和元年 ７月３０日
鳥取県 米子市 令和元年 ８月 ５日
岡山県 備前市 令和元年 ９月１７日
山口県 山口市 令和元年 ９月１１日

●点検支援技術活用講習会
岡山県 岡山市 令和元年 ７月１７日
山口県 防府市 令和元年 ８月 １日
島根県 出雲市 令和元年 ８月 ５日
広島県 広島市 令和元年 ８月２３日
島根県 浜田市 令和元年 ９月３０日

橋梁点検講習会

(5)老朽化における取り組み
② 地方公共団体への支援活動の取り組み

座 学 現地実習



(5)老朽化における取り組み
③ 国民の理解・支援に向けた情報発信

〈パネル展〉

〈現地見学会〉



(5)老朽化における取り組み
③ 国民の理解・支援に向けた情報発信

〈長寿を祝う会〉



(5)老朽化における取り組み
③ 国民の理解・支援に向けた情報発信

〈小学生と保護者を対象とした、橋梁保全の体験会〉

小学生と保護者を対象とした体験会を実施し、橋梁の役割や管理の重要性についての国民の
理解を促進



(5)老朽化における取り組み
④ 地方公共団体への支援体制

【各県道路メンテナンス会議事務局】
◇鳥取県

鳥取河川国道事務所 道路管理第二課 ０８５７－２２－８４３５(代)
◇島根県

松江国道事務所 管理第二課 ０８５２－２６－２１３１(代)
◇岡山県

岡山国道事務所 管理第二課 ０８６－２１４－２２２０(代)
◇広島県

広島国道事務所 管理第二課 ０８２－２８１－４１３１(代)
中国道路メンテナンスセンター ０８２－８２４－３４６０(代)

◇山口県
山口河川国道事務所 道路管理第二課 ０８３５－２２－１７８５(代)

【中国地方整備局】
◇道路部 道路保全企画グループ ０８２－２２１－９２３１(代)
◇中国道路メンテナンスセンター ０８２－８２４－３４６０(代)

管内窓口一覧(直轄)

○老朽化対策等に係る地方公共団体からの支援相談窓口の設置


